
6．UPZ内における対応
（案）
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＜対応のﾎﾟｲﾝﾄ＞

1. 全面緊急事態に至った場合、放射性物質の放出前の段階において、住民（避難行動要支援者を含
む。）は屋内退避を開始するため、これを円滑に実施できる体制が必要。

2. 放射性物質の放出後は、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果を踏まえて、原子力災害対策指針で定める基準
（OIL）に基づき、空間放射線量率が基準値を超える区域を特定し、当該区域の住民が一時移転等

を行うこととなるため、一時移転等できる体制を整備。一時移転等の対象区域以外は、原子力災害
対策本部の指示があるまで屋内退避を継続。
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 全面緊急事態に至った場合、放射性物質の放出前の段階において、UPZ内住民は、屋内退避を開始する。

 万が一放射性物質の放出に至った場合、放射性ﾌﾟﾙｰﾑが通過している間に屋外で行動するとかえって被ばくのﾘｽｸ
が増加するおそれがあるため、屋内退避を継続する。

 その後、原子力災害対策本部が、緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果に基づき、原子力災害対策指針で定める基準（OIL）に基づ
き、空間放射線量率が基準値を超える区域を特定する。 OIL1に該当する毎時500μSv超過の区域を数時間内を目
途に特定し、当該特定された地域の住民は、速やかに避難等（移動が困難な者の一時屋内退避を含む。）を行う。ま
た、 OIL2に該当する毎時20μSv超過の区域を1日内を目途に特定し、当該特定された地域の住民は、1週間程度内
に一時移転を行う。

UPZ内における防護措置の考え方
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出典：地理院地図（白地図）をもとに内閣府（原子力防災）作成
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一時移転等に備えた関係者の対応

 島根県、鳥取県及び関係市は、警戒事態で対策会議・災害警戒本部等を開催又は設置し、施設敷地
緊急事態で災害対策本部に移行。

 関係市は、動員計画等に基づき、対象となる各地区に職員を配置。

 島根県及び鳥取県は、住民の一時移転等に備え、中国5県ﾊﾞｽ協会との「原子力災害時等における緊
急輸送等の協定」等に基づき、ﾊﾞｽの派遣準備を要請。
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一時移転等を行う際の情報伝達

 一時移転等の指示は、国の原子力災害対策本部から、島根県、鳥取県及び関係市に対し、FAXやﾃﾚ

ﾋﾞ会議ｼｽﾃﾑ等を用いて伝達。

 島根県、鳥取県及び関係市から、住民、自治会、消防団、農業協同組合、漁業協同組合、教育機関、

医療機関、社会福祉施設等へは、防災ﾒｰﾙ、防災行政無線、広報車、緊急速報ﾒｰﾙｻｰﾋﾞｽ、電話、

FAX等のあらゆる情報発信手段を活用して必要な情報を伝達。
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 島根県、鳥取県及び関係市は観光客等一時滞在者に対し、警戒事態において、帰宅等を呼びかける。

 自家用車等により速やかに帰宅等可能な一時滞在者は、警戒事態の段階で、自家用車等にて帰宅等を開始。

 路線ﾊﾞｽ等公共交通機関も利用できない観光客など、帰宅等に時間を要する一時滞在者については、宿泊施設等

へ移動。その後、全面緊急事態までに、公共交通機関を利用し帰宅等可能な一時滞在者は、帰宅等を実施。

 全面緊急事態の段階までに帰宅等が困難な一時滞在者は、宿泊施設等において屋内退避を実施し、その後、OIL基

準に基づく一時移転等の指示があった場合には、徒歩等により一時集結所に集まり、島根県、鳥取県及び関係市が

確保した車両で一時移転等を実施。

UPZ内の観光客等一時滞在者の避難等

＜観光客等一時滞在者の避難の流れ＞
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UPZ内住民の一時移転等

 住民を安全かつ円滑に一時移転等させるため、国の原子力災害対策本部、島根県、鳥取県及び関係市が、実施に
係る実務（避難先施設の準備、避難経路の確認、輸送手段の確保、避難退域時検査及び簡易除染の実施体制、地
域ごとの一時移転等開始時期など）の調整を行う。

 UPZ内関係市の避難計画等に基づき、住民の一時移転等を行う。

 緊急時ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞの結果や、避難経路や避難先の被災状況等、何らかの理由で予定していた避難先が使用できない
場合には、島根県、鳥取県及び関係市において他の避難先の調整を行う。

 鳥取県では、鳥取県及び島根県内から避難する予定の施設が被災等するなどの不測の事態に備え、予備の避難受
入地域（受入可能人数：15,000人）を確保している。

避難元 避難先 受入可能人数

島
根
県

松江市

191,285人

島根県内（11市町） 浜田市、益田市、大田市、江津市、奥出雲町、飯南町、川本町、美郷町、邑南町、津和野町、吉賀町 119,030人

岡山県内（13市町） 岡山市、倉敷市、玉野市、笠岡市、井原市、総社市、高梁市、新見市、浅口市、早島町、里庄町、矢掛町、吉備中央町 97,205人

広島県内（5市町） 尾道市、福山市、府中市、庄原市、神石高原町 127,182人

小計 343,417人

出雲市

122,778人

島根県内（1市） 出雲市内 37,739人

広島県内（12市町） 広島市、呉市、大竹市、廿日市市、安芸高田市、江田島市、府中町、海田町、熊野町、坂町、安芸太田町、北広島町 102,383人

小計 140,122人

安来市
32,919人

岡山県内（14市町村） 津山市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、美作市、和気町、新庄村、鏡野町、勝央町、奈義町、西粟倉村、久米南町、美咲町 53,002人

雲南市
29,909人

広島県内（5市町） 竹原市、三原市、三次市、東広島市、世羅町 81,868人

鳥
取
県

米子市
37,455人

鳥取県内（6市町） 鳥取市、倉吉市、湯梨浜町、三朝町、琴浦町、北栄町 42,442人

境港市
33,663人

鳥取県内（3市町） 鳥取市、岩美町、八頭町 39,312人

【共通】
災害状況による避難

鳥取県内（9町村） 日吉津村、大山町、伯耆町、南部町、江府町、日野町、日南町、若桜町、智頭町 15,000人

合
計

448,009人 合計 715,163人

（概数）
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島根県におけるUPZ内住民の避難先

 UPZ内にある島根県内各市の住民の避難先は、島根県内及び県外（岡山県・広島県）において確保。

 島根県では、避難先自治体による避難受入の円滑化等を図るため、「原子力災害時における広域避
難に関する避難者受入れに係るｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」を作成。
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避難元 避難先

松江市

出雲市

安来市

雲南市

島根県（11市町）、岡山県（13市町）、
広島県（5市町）

出雲市（UPZ外）、広島県（12市町）

岡山県（14市町村）

広島県（5市町）

PAZUPZ

島根県

広島県

鳥取県

岡山県

安来市
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出雲市
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鳥取県におけるUPZ内住民の避難先

 UPZ内にある鳥取県内各市の住民の避難先は、鳥取県内において確保。
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 UPZ内にある鳥取県内各市の住民の避難先は、鳥取県内において確保。

PAZ UPZ

避難元 避難先

米子市

境港市

鳥取市 倉吉市、湯梨浜町、三朝町、琴浦町、北栄町

鳥取市 岩美町、八頭町
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